
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周辺マップ
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男滝・女滝

１５ 

 
地元のお母さんたちによる、

地元のそば粉を使った打ちた

てそばが食べられる。 

 

ふるさと味来館  
男沼・長沼の周りにあるブナ林。

清涼な空気のなか遊歩道を歩い

ていくと、展望台にたどり着く。

雄大な四ヶ村の棚田の景観を楽

しむことができる。 

 

ブナ林 

 
カスミ桜としては株立ち日本

一。４月中旬から遅いものは

５月上旬に満開期を迎える。

カスミザクラ 

 
地すべり地帯の地下水を排水

するトンネルで、約 10℃に保

たれている。トンネル内から

涼しい風が吹き抜け、夏は一

休みスポットとして人気。 

豊牧排水トンネル 

 

 
 

開催日：平成２４年８月４日（土） 

時 間：開会１７：３０～  点火１８：３０～ 

   （コンサートは１７：４０～１９：３０） 

問合せ：０２３３-７５-２１１１（内線２３２） 

大蔵村役場 産業振興課 

ほたる火コンサート会場 

入場 

無料 

 
貴重な水生植物が生息する男沼・

長沼。山形県の里山環境保全地域

に指定されている。享保12年（1727

年）に創設の馬頭観音があり、人々

の信仰を集めている。 

男沼・長沼・馬頭観音

ビューポイント 

豊牧のクリ



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
の
力
で 

棚
田
を
盛
上
げ
る 

 

山
形
県
最
上
地
方
に
位
置
す
る
大

蔵
村
。
「
四
ヶ
村
地
区
」
の
歴
史
は
古

く
、
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
積

雪
が
４
ｍ
に
ま
で
達
す
る
こ
と
も
あ

る
豪
雪
地
帯
で
、
棚
田
面
積
は
１２０
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
。 

以
前
は
、
四
ヶ
村
地
区
で
も
耕
作
を

放
棄
し
、
雑
草
が
野
放
し
に
な
っ
て
い

る
田
ん
ぼ
が
増
え
て
い
た
が
、
平
成
14

年
に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域

住
民
が
、
棚
田
の
保
全
に
力
を
入
れ
始

め
た
。
地
域
の
有
志
が
耕
作
放
棄
地
を

借
り
上
げ
、
作
付
け
し
た
り
、
畦
畔
（
け

い
は
ん
）
の
補
修
、
菜
の
花
の
植
栽
な

ど
の
活
動
も
行
な
っ
て
お
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 四
ヶ
村
ほ
た
る
火 

コ
ン
サ
ー
ト 

 

地
域
住
民
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ

て
、
き
れ
い
に
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
会
場

に
、
平
成
16
年
に
地
域
住
民
の
手
に
よ

る
「
ほ
た
る
火
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

た
。
平
成
18
年
か
ら
は
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
を
バ
ッ
ク
に
ほ
た
る
火
を
楽
し
む

「
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
名
称
を

変
え
、
現
在
で
は
来
場
者
が
１
０
０
０

人
を
越
え
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。 

夏
の
薄
暮
時
、
１
２
０
０
本
も
の
ロ

ウ
ソ
ク
を
灯
さ
れ
た
棚
田
は
な
ん
と

も
幻
想
的
。
都
会
の
ネ
オ
ン
と
は
一
味

違
っ
た
農
村
の
夜
景
を
、
こ
の
夏
味
わ

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

至 秋田 

47 

至 酒田市 

至 宮城 

至 山形市 

30 

31 

13 

舟形IC 

四ヶ村 

肘折温泉（※上図左側ルートで通行可能） 

458 

し

か

む

ら 

１４ 




